
 

１ 文献名 

『百年史 紀伊長島東小学校』 

２ 学校名 

東小学校 

３ 災害名 

昭和 19年（1944年）東南海地震 

４ 記述の概要 

（１）雨や風、地震などの様子 

 

（２）学校内や地域の被害の状況 

 大津波は、二郷村だけでも死者 12名、行方不明者１、人家の流失 48戸という大被

害をあたえた。特に名倉地区はひどい損害を受けた。（P33） 

（３）復旧の様子 

 

（４）体験談 

 

（５）教訓など 

 

（６）その他 

 

 



 

１ 文献名 

『百年史 紀伊長島東小学校』 

２ 学校名 

東小学校 

３ 災害名 

昭和 28年（1953年）台風第 13号 

４ 記述の概要 

（１）雨や風、地震などの様子 

 

（２）学校内や地域の被害の状況 

 ９月 25日、台風第 13号が町をおそった。町内で流失人家 55戸、死者３名の被害

を出し、呼崎・名倉地区の被害がもっともひどかった。 

 東小学校の児童約 600名のうち、家屋を流失した者 15名、家屋が全壊した者５名、

家屋が大破した者５名、床上浸水 91名、床下浸水 111名を数え、３分の１の児童の

家が何らかの被害を受けた。（P40） 

（３）復旧の様子 

 

（４）体験談 

 

（５）教訓など 

 

（６）その他 

 

 



 

１ 文献名 

『百年史 紀伊長島東小学校』 

２ 学校名 

東小学校 

３ 災害名 

昭和 34年（1959年）伊勢湾台風 

４ 記述の概要 

（１）雨や風、地震などの様子 

 

（２）学校内や地域の被害の状況 

 名倉地区をはじめ、海岸地区にすさまじい被害をあたえた。町内での被害家屋は

1,200戸、死者２名、負傷者 15名にのぼった。（P41） 

 学校も屋根瓦が全部といっていいほど飛ばされた。それ以来、雨が降れば、校舎内

は水びたし、教室も廊下も水をまいたようになってしまった。（P111） 

（３）復旧の様子 

 

（４）体験談 

 

（５）教訓など 

 

（６）その他 

 当時は台風情報も入るのが遅く、学校で台風が来るから、授業は打ち切り、早く家

に帰りなさいといわれ、家に帰った。被害は大きく、この年の運動会は中止された。

（P111） 

 


